
【港湾整備事業】

1 小名浜港 H20～H30 580 1,108 604 1.8

大型船舶による石炭の大量一括輸送を可能とし、小名浜
港を拠点とした東日本地域への石炭の安定的かつ安価な
石炭輸送網を構築することを目的として、小名浜港（東
港地区）において実施中のプロジェクト（現在は水深14
ｍで整備中）の内容を見直し、水深18ｍの国際物流ター
ミナルの整備を行う。
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2 京浜港 H25～H30 597 3,541 560 6.3

国際コンテナ戦略港湾である京浜港において、ハブ機能
を強化し、国際基幹航路の我が国への寄港を維持・拡大
することを目的として、コンテナ船の大型化に対応した
国際標準仕様（水深・広さ）を有するコンテナターミナ
ルの整備を行う。

3 阪神港 H25～H29 385 2,899 378 7.7

国際コンテナ戦略港湾である阪神港において、ハブ機能
を強化し、国際基幹航路の我が国への寄港を維持・拡大
することを目的として、既存岸壁の延伸、増進改良等の
機能強化を実施し、コンテナ船の大型化に対応した国際
標準仕様（水深・広さ）を有するコンテナターミナルと
しての機能を確保する。
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